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	AI CoEの活動を通して、需要予測・異常検知・不良品検知・最適化など案件個別の課題解決を目的としたAI（特化型AI）の活用や、生成AIの活用によるお客様業務や自社業務の効率化、特にシステム開発・運用フェーズおける生産性と品質の向上を目指します。
	また、ＳＣＳＫでは、既に生成AIの活用を目的とした社内ワークショップ「GAIアイデアキッチン」も継続的に開催しており、これまでコーポレート部署や事業組織の延べ100名以上の社員が参加、3,000個を超える活用アイデアを創出しています。この中で有効性の高いアイデアについてはAI CoEで概念検証（PoC）を実施するとともに、アイデアを、「効率化」・「フィードバック」・「ロールプレイ」に分類し、活用ノウハウの全社展開を行っています。
	SCSK AI Integration Lab.の活動例
	ＳＣＳＫグループのマテリアリティ ＳＣＳＫグループは、経営理念「夢ある未来を、共に創る」の実現に向けて、社会と共に持続的な成長を目指す「サステナビリティ経営」を推進しています。 社会が抱えるさまざまな課題を事業視点で評価し、社会とともに成長するために、特に重要と捉え、優先的に取り組む課題を７つのマテリアリティとして策定しています。 本取り組みは、「豊かな未来社会の創造」「安心・安全な社会の提供」「いきいきと活躍できる社会の実現」に資するものです。 　－蓄積したノウハウに基づくAI利活用の支援により...

